
 

 

視察報告書 
 

 

報告者氏名 海老原 功一 

 

 

１ 委員会名 

  教育福祉委員会 

 

 

２ 期  日 令和７年１月１４日（火） 

 

 

３ 視察地及び調査事項 

 （１）東京都小金井市 

   ア 小金井市子どもオンブズパーソン設置条例について 

 

 

「子どもオンブズパーソン制度の必要性について考える 

―子どもの権利を実現する文化及び社会をつくるために―」 

 

小金井市代表子どもオンブズパーソン 半田勝久氏 

 

 

・子どもが嫌な気持ちになる理由の考察 

・子どもにとって相談とは 

・子どもの権利保障をはかる総合的な条例に基づく子ども施策の推進 

・子どもオンブズパーソン制度とは（特質・機能・アプローチ） 

・こども基本法の制定と子どもオンブズパーソンの取り組みの後押し 

 

 

国連・子どもの権利委員会の日本政府報告書への総括所見によると、国レベルで条約

の実施を監視する独立の機構が存在しないことへの懸念が示されており、これらのオ

ンブズパーソンの権限、独立性及び職務、効果的活動を確保するために利用可能な財

源その他の資源についての報告がないことを遺憾とし、情報を提供するよう勧告して

いる。 

 

 

子どもオンブズパーソンは、子どもが何に苦しんでいるのか、どういう気持ちでいる

のかを丁寧に聞き取り、現在起きている問題やその解決の糸口について把握し、どう

いった方法で子どもの気持ちを尊重していけばよいのかを、本人とともに考えていく

ことを心がけている。つまり、「解決主体としての子ども」を中心におくアプローチで

ある。 

 



 

 

 

小金井市子どもオンブズパーソンにおける子どもの権利を基盤とした対話的アプロー

チとして、子どもの声や思いをもとに、子どもの気持ちを代弁しながら、すれ違って

いる子どもとおとな、子どもどうしの関係を対話という手法で調整している。 

 

 

４ 所感等 

 

昨年の松本市に続き、子どもの権利について２箇所目の視察として、子どもの権利擁

護機関について学んだ。令和５年 12月 12日に閣議決定されたこども大綱、令和６年５

月にこども政策推進会議で議論された、こどもの権利が侵害された場合の相談救済機

関の調査研究、実態把握及び事例の周知の項目を見ても、国全体で取り組むべき課題

であることがわかった。 

 



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名  阿 部  治 正  

 

１  委 員 会 名  

  教 育 福 祉 委 員 会  

 

２  期   日  令 和 ７ 年 １ 月 １ ４ 日 （ 火 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 東 京 都 小 金 井 市  

   ア  小 金 井 市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 に つ い て  

 

４  所 感 等  

 「 小 金 井 市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 」は 2 0 0 9 年 3 月 に

施 行 さ れ た 「 小 金 井 市 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 」 に 基 づ い て 、

2 0 2 2 年 に 施 行 さ れ ま し た 。子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 を さ ら に 具

体 化 し 、 実 効 あ ら し め る た め に 、 相 談 と 救 済 の た め の 機 関 が 必 要

だ と さ れ 、 そ れ を 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン と し て 具 体 化 す る た め

の 条 例 で し た 。  

 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 主 な 役 割 は 、 子 ど も の 権 利 の 侵 害 に

関 す る 相 談 に 応 じ 、 必 要 な 助 言 や 支 援 を 行 う こ と 。 権 利 の 侵 害 に

関 す る 申 し 立 て を 行 う と と も に 、 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 自 身 の 発 意 に

基 づ い て も 調 査 、 調 整 、 勧 告 な ど を 行 う こ と 。 子 ど も の 権 利 に 関

す る 普 及 啓 発 を 行 う こ と と さ れ て い ま す 。  

 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン は ３ 名 置 か れ 、 そ れ ぞ れ が 独 立 し て 職 務 を 行

う と と も に 、 代 表 の も の と に 合 議 を 行 う と も さ れ て い ま す 。 も ち

ろ ん 市 の 執 行 部 か ら は 独 立 し た 機 関 と さ れ て お り 、 同 時 に 市 の 機

関 は オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 職 務 に 積 極 的 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ

ば な ら な い と さ れ て い ま す 。  

何 人 も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン に 対 し て 、 子 ど も の 権 利 の 侵 害 に 関 す

る 事 項 に つ い て 相 談 を し 、 ま た 権 利 侵 害 を 取 り 除 く た め の 申 し 立



て を す る こ と が で き ま す 。 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン は 、 そ れ に 応 じ 、 申

し 立 て を 受 け な け れ ば な り ま せ ん 。  

そ し て 、 こ れ は 大 事 な こ と で す が 、 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン は 市 の 機

関 に 対 し て も 調 査 等 を 行 う こ と が で き ま す 。 調 査 の 必 要 が あ る と

認 め る と き に は 、 市 の 機 関 に 対 し て 、 説 明 を 求 め 、 市 が 保 有 す る

文 書 そ の 他 の 記 録 を 閲 覧 し 、 も し く は そ の 提 出 を 要 求 し 、 ま た 実

地 調 査 を す る こ と が で き ま す 。 事 実 確 認 等 を 求 め ら れ た 市 の 機 関

は 、 そ の 要 求 に 対 し て 適 切 に 対 応 し な け れ ば な り ま せ ん 。 そ し て

オ ン ブ ズ パ ー ソ ン は 、 子 ど も の 権 利 侵 害 を 取 り 除 く 必 要 が あ る と

認 め る と き に は 、 市 の 機 関 に 対 し て 勧 告 を 行 う こ と が で き ま す 。  

ま た 、 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き に は 、 市

の 機 関 以 外 に も 、 必 要 な 限 度 に お い て 、 事 実 確 認 等 や 調 整 へ の 協

力 を 求 め る こ と が で き ま す 。も し も こ の 求 め に 応 じ な い と き に は 、

市 長 を 通 し て で す が 、 応 じ る よ う に 要 請 を 行 う こ と が で き ま す 。  

 

 私 は 、 資 料 に よ れ ば 、 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン に 対 す る 相 談 な ど と し

て 、 学 校 や 市 以 外 の 機 関 に 対 す る も の が 多 い こ と に 関 連 し て 、 実

際 に そ う し た 機 関 へ の 調 査 な ど が 行 わ れ た の か ど う か を 質 問 し ま

し た 。 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 代 表 の 方 か ら は 、 事 実 そ う し た 相 談 に

基 づ く 調 査 も 行 っ て き た こ と が 報 告 さ れ 、 条 例 で 謳 わ れ た 重 要 な

部 分 が 機 能 し て い る こ と を 知 る こ と が で き ま し た 。  

ま た 、 条 例 は 何 人 も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン に 申 し 立 て を し 、 オ ン ブ

ズ パ ー ソ ン は そ れ に 応 じ た 調 査 等 と 行 わ な け れ ば な ら な い と さ れ

て い ま す が 、 例 外 と し て 、 司 法 の 場 に の せ ら れ た 案 件 、 議 会 に 請

願 ま た は 陳 情 と し て 提 出 さ れ た 案 件 、 オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 自 身 の 行

為 に 関 す る 案 件 な ど に つ い て は 、 こ の 限 り で は な い と も さ れ て い

ま す 。 こ れ ら の こ と は 合 理 的 な 理 由 が あ る と 思 わ れ ま す 。 と り わ

け オ ン ブ ズ パ ー ソ ン が 対 象 と さ れ た 案 件 な ど は 、 オ ン ブ ズ の 活 動

を 制 動 す る た め に 行 わ れ る 場 合 も 想 定 さ れ る こ と を 考 え れ ば 、 む

し ろ 必 要 な ル ー ル だ と 思 い ま す 。  

し か し 、オ ン ブ ズ の 代 表 の 方 か ら は 、こ れ ら の 案 件 に つ い て も 、

機 械 的 な 処 理 に な ら な い よ う に 、 相 談 や 申 し 立 て の 具 体 的 な 内 容

に 即 し た 対 応 を 行 っ て き て い る と の 説 明 が あ り ま し た 。 そ れ も ま



た 、 合 理 的 な 、 納 得 で き る 対 応 だ と 思 い ま し た 。  

他 に も 所 感 と し て 記 し た い こ と は た く さ ん あ り ま す が 、 と り あ

え ず 以 上 を 報 告 と さ せ て い た だ き ま す 。  



 

 

視察報告書 
 

 

報告者氏名 ＿矢口輝美  

 

１ 委員会名 

  教育福祉委員会 

 

２ 期  日 令和７年１月１４日（水） 

 

３ 視察地及び調査事項 

（１）東京都小金井市 

   ア 小金井市子どもオンブズパーソン設置条例について 

 

「子どもオンブズパーソン制度の必要性について考える 

－子どもの権利を実現する文化及び社会をつくるために－」 

 

半田勝久氏（小金井市代表子どもオンブズパーソン） 

 

 

１）子どもが嫌な気持ちになる理由の考察 

 

困ったを抱えている子どもの複雑な心境があり、悩んだ時は相談するように言われて

も、大人に相談するにはハードルがある。子どもが相談しやすい場はどのような場な

のか。（秘密を守ってくれる・あたたかい雰囲気と笑顔で迎えてくれる・遊びながらリ

ラックスできる・うまく話せなくても聞いてくれたり、待ってくれる・自分の素直な

気持ちを伝えていい・怒ったりせず自分の気持ちに寄り添ってくれる・子どものこと

を第一に考えてくれる・一緒に解決策を考えてくれる・電話代含めお金がかからな

い・気軽に電話したり、手紙を出したり、会いに行ったり、来てくれたりするとこ

ろ） 

 

 

２）子どもにとって相談とは 

 

《学校における相談・支援の課題》 

①先生にゆとりがない 

②子どもが抱える問題は複雑・多様化 

③保護者の考え方が多様化し、共通理解を図るのが難しい 

④先生は相談の専門家ではない 

⑤相談しやすい雰囲気や環境が十分に整備できているとは限らない 

⑥校内の協力体制、関係機関との連携がうまく図れないこともある 

 

《自治体における子どもの相談窓口の課題》 

①おとなの相談がほとんどで、子ども自身が安心して相談できる設計となっていない 



 

 

②縦割り行政の影響もあり相談項目が限定されている場合が多い→ワンストップ・サ

ービスになっていない 

③相談から救済につながりにくい 

④当事者間のトラブルを調整するのが困難な場合が多い 

 

日本における様々な教育課題、家庭や地域が抱える問題も様々なため、困難な状況や

傷ついた心を回復できるような「子どもの権利を基盤」にした、子どもの相談・救済

の仕組みやまちづくりを推進していく必要がある。 

 

 

３）子どもの権利保障をはかる総合的な条例に基づく子ども施策の推進 

 

１９８９年１１月２０日 国連・子どもの権利条約の採択 

１９９０年代 国内批准運動 

１９９４年 日本：子どもの権利条約批准 

 

子どもの権利条約の理念を生かした子ども基本法や子どもの権利条例をつくろうとす

る動きが活発化。 

 

《子ども条例制定の効果》 

①自治体の姿勢・理念の明確化 

②条例に基づく具体的な事業展開 

③子どもの権利学習の推進、子どもの権利に関する意識啓発 

④条例に基づいた評価・検証システムの構築 

⑤市民・ＮＰＯ・企業との子ども施策の協働実施 

 

４）子どもオンブズパーソン制度とは 

 

《子どもオンブズパーソンの４つの機能》 

①子どもの相談対応・個別救済機能 

②制度改善機能 

③子どもの権利モニタリング機能 

④子どもの権利についての普及・啓発、教育機能 

 

《子ども中心アプローチの７つの基本原則》 

①開かれた姿勢とアクセスのしやすさ 

②子どもの最善の利益 

③子どもの参加 

④透明性と意思疎通 

⑤適時性 

⑥公正性 

⑦モニタリングと検証 

 

《子どもオンブズパーソンの特質》 



 

 

①子どもの権利保障の視点から既存の相談窓口の課題を克服 

②子どもの不安な気持ちを受け止め、困りごとについて一緒に考え、もう大丈夫と思

えるまで寄り添い続ける 

③子どもの最善の利益を常に考慮した活動を心がける 

④裁判とは違い、子ども自身が簡単に権利救済を求めることができ、比較的短期間に

解決を図ることが可能 

⑤個別の子どもが抱える問題から社会の変革（制度改善）につなげることができる 

 

《子どもオンブズパーソンの子どもへのアプローチ》 

子どもにやさしい相談環境の整備→子どもが何に苦しんでいるのか、どういう気持ち

でいるのか→子どもの現状や気持ちをできる限り子ども本人から丁寧に聴き取る→現

在起きている問題やその解決の糸口について把握→どういった方法で子どもの気持ち

を尊重していけばよいのかを本人とともに考えていくことを心がけている。 

 

《学校など関係機関等に訪問する事案》 

訪問するか否かは、子どもの気持ちを尊重→教職員など関係当事者から当該問題の経

緯や現状を確認→子どもの気持ちを代弁→子どもの気持ちと関係当事者の思いとのズ

レについて把握→ズレを修正、関係を修復するための方法などについて検討→子ども

フィードバック→気持ちの整理や問題解決につながったか確認 

 

《小金井市子どもオンブズパーソンにおける子どもの権利を基盤とした対話的アプロ

ーチ》 

子どもの声や思いをもとに、子どもの気持ちを代弁しながら、すれ違っている子ども

とおとな、子どもどうしの関係を対話という手法で調整し、相互理解と相互承認、解

決に向けた合意形成を促す。お互いの気持ちを橋渡しし、それぞれを理解し尊重する

過程を通じて、関係を再構築していく働きが「調整」の優れた機能といえる。 

 

５）こども基本法の制定と子どもオンブズパーソンの取り組みの後押し 

 

令和５年４月１日 こども基本法施行 

令和５年１２月２２日 こども基本法に基づき、こども大綱が閣議決定 

令和６年５月３１日 こどもまんなか実行計画決定 

 こどもの権利が侵害された場合の救済について明記された 

 

 

４．所感 

 

小金井市では、２０１９年１０月に「小金井市子どもの権利に関する条例」の制定

後、１０年が経過したことを契機に子どもの悩みに関する実態を市内小学校４年生か

ら中学校３年生の全校児童生徒にアンケート調査を実施した。その結果、半数の子ど

もは悩みがある時だれかに相談できている一方で、８人に１人が相談したいけどでき

ないと感じていたり、４割の子どもは嫌なことがあったと記憶していて、その内の３

割は嫌なことがあった場合に我慢すると回答。また子どもが相談するのは家庭や家族

が多く、既存の相談機関は子どもにとって気軽に相談できる場ではないことや、学校



 

 

と家庭以外に知り合いがいない子どもが３人に１人いるという地域の希薄化が伺える

調査結果も判明した。このことから相談先に挙がっていた家族や友人など身近な人か

らの権利侵害については、相談しづらい状況があると分析し、子どもが相談してもい

いんだと思え、ワンストップで困りごとに寄り添った対応のできる機関が必要と考

え、令和４年４月に市長が子どもオンブズパーソンを２名委嘱、９月から相談室を開

設し、相談等の活動を開始した。 

子どもの権利について勉強を始めたばかりの流山市だが、これまで多くの自治体が子

どもの権利をまもるための施策に取り組む事例から学べることは多くある。流山市が

子どもの権利について考えていく時、特に子どもの権利が侵害された時の相談・救済

機関について早い段階から計画に盛り込んでいくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名    桑 畑 伴 子    

 

１  委 員 会 名  

  教 育 福 祉 委 員 会  

 

２  期   日  令 和 ７ 年 １ 月 １ ４ 日 （ 火 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 東 京 都 小 金 井 市  

   ア  小 金 井 市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 に つ い て  

 

４  所 感 等  

  小 金 井 市 は ２ ０ ０ ９ 年 ３ 月 に 子 ど も の 権 利 を 保 障 し 、 子 ど も

の 健 や か な 成 長 を 願 っ て 、 「 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 」 を 制 定

さ れ ま し た 。  

２ ０ １ ８ 年 に は 「 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 」 の 設 置 を 求 め る 陳 情

書 が 採 択 さ れ て 、小 学 ３ 年 生 か ら 中 学 ３ 年 生 に ア ン ケ ー ト 調 査「 子

ど も の 悩 み や 考 え の 実 態 」 を 行 い 、 結 果 、 半 数 の 子 ど も は 誰 か に

相 談 で き て い る 、 相 談 相 手 は 家 族 や 友 達 が 多 い 、 既 存 の 相 談 機 関

は 子 ど も に と っ て 気 軽 に 相 談 し に く い 、 身 近 な 親 や 友 達 か ら の 権

利 侵 害 に つ い て は 相 談 し に く い な ど の こ と が わ か り 、 子 ど も が 相

談 し や す い 、 ワ ン ス ト ッ プ で 困 り ご と に 寄 り 添 っ た 対 応 の で き る

機 関 が 必 要 と 、 ２ ０ ２ ２ 年 ２ 月 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 に 基 づ

い た 「 小 金 井 市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 」 が 制 定 し 、 子

ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン を 開 設 さ れ ま し た 。  

体 制 は 、 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン ２ 名 、 相 談 ・ 調 査 専 門 員 ３ 名  

事 務 局 １ 名 と な っ て い ま す 。  

子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 特 質 は 、 ① 子 ど も の 権 利 保 障 の 視 点 か

ら 既 存 の 相 談 窓 口 の 課 題 を 克 服 。 ② 子 ど も の 不 安 な 気 持 ち を 受 け

止 め 、 困 り ご と に つ い て 一 緒 に 考 え 、 も う 大 丈 夫 と 思 え る ま で 寄



り 添 い 続 け る 。 ③ 子 ど も の 最 善 の 利 益 を 常 に 考 慮 し た 活 動 を 心 が

け る 。 ④ 裁 判 と は 違 い 、 子 ど も 自 身 が 簡 単 に 権 利 救 済 を 求 め る こ

と が で き 、 比 較 的 短 期 間 に 解 決 を 図 る こ と が 可 能 。 ⑤ 個 別 の 子 ど

も が 抱 え る 問 題 か ら 社 会 の 変 革 （ 制 度 改 善 ） に つ な げ る こ と が で

き る 。  

中 で も 、 子 ど も の 相 談 を 受 け る だ け で は な く 、 も う 大 丈 夫 と 思 え

る ま で 寄 り 添 う と い う こ と が 大 事 だ と 再 確 認 が 出 来 ま し た 。  

ま た 、 子 ど も の 思 い と 関 係 当 事 者 と の 思 い の ず れ が あ る 場 合 も 、

子 ど も の 気 持 ち を 尊 重 し 、 子 ど も の 気 持 ち を 代 弁 し た り 、 ズ レ を

修 正 し た り 、 関 係 を 修 復 す る た め の 方 法 を 検 討 す る な ど し て 、 子

ど も の 気 持 ち の 整 理 や 問 題 解 決 に つ な が っ た か の 確 認 ま で 子 ど も

に 寄 り 添 う 事 と の お 話 を 伺 い 、 子 ど も を 真 ん 中 に し て 考 え て い る

と 感 じ ま し た 。 ２ ０ ２ ２ 年 、 ２ ０ ２ ３ 年 度 の 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー

ソ ン の 活 動 報 告 書 に は 分 か り 易 く 報 告 が 書 か れ て お り 、 更 に 最 後

の ペ ー ジ に は 、 小 金 井 市 の 子 ど も の 権 利 条 例 、 子 ど も オ ン ブ ズ パ

ー ソ ン 設 置 条 例 、 設 置 条 例 施 行 規 則 も 載 せ る な ど の 工 夫 も さ れ て

い ま し た 。 ど の よ う な 活 動 を し て き た の か が わ か る と と も に 、 課

題 に つ い て も 掲 載 さ れ て お り 、 そ の 課 題 に ど の よ う に 取 り 組 む の

か も 、 わ か る よ う に な っ て い ま し た 。  

次 に 、 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 施 設 を 見 学 さ せ て い た だ き ま し

た 。 駅 か ら 近 い 場 所 に あ り 、 道 路 に 面 し た 建 物 の ４ 階 で 、 気 軽 に

入 れ る よ う に 、 部 屋 も 明 る く 、 相 談 室 が ２ カ 所 、 ま た 自 由 に す ご

せ る ス ペ ー ス が あ り 、 様 々 な 配 慮 や 工 夫 が な さ れ て い ま し た 。  

子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 事 や 、 子 ど も た ち へ の 周 知 を す る た め

の 催 し 物 の お 知 ら せ 、 子 ど も の 権 利 と は ？ な ど の チ ラ シ 、 連 絡 先

の 書 い た カ ー ド な ど も 置 い て あ り ま し た 。  

今 回 の 視 察 を 通 し て 、 子 ど も の 権 利 条 例 や 、 子 ど も オ ン ブ ズ マ ン

パ ー ソ ン の 取 り 組 み は 、 本 市 に お い て も 必 要 だ と 感 じ ま し た 。  



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   乾   え り     

 

１  委 員 会 名  

  教 育 福 祉 委 員 会  

 

２  期   日  令 和 ７ 年 １ 月 １ ４ 日 （ 火 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 東 京 都 小 金 井 市  

   ア  小 金 井 市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 に つ い て  

 

４  所 感 等  

昨 年 1 1 月 の 松 本 市 の 視 察 で 、松 本 市 の 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条

例 で は 、 公 的 第 三 者 機 関 で あ る 「 子 ど も の 権 利 擁 護 委 員 」 が 明 確

に 規 定 さ れ 、 そ れ に 基 づ い て 子 ど も の 権 利 擁 護 委 員 と 相 談 室 「 こ

こ ろ の 鈴 」が お か れ 、き め 細 か く 相 談 に の っ て い る こ と を 学 ん だ 。  

 今 回 の 小 金 井 市 は 、 平 成 ２ １ 年 に 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 を

制 定 し て い る が 、 子 ど も の 権 利 の 侵 害 に 関 す る 相 談 と 救 済 に つ い

て は 、「 救 わ れ る よ う 求 め る こ と が で き る 」「 速 や か に 対 応 す る 」

と 、 制 度 的 に 明 確 な 規 定 に は な っ て お ら ず 、 令 和 ４ 年 に 「 小 金 井

市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 」 が で き て 、 相 談 ・ 救 済 機 関

が つ く ら れ た 。                        

 小 金 井 市 の 代 表 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 半 田 勝 久 先 生 の 説 明

で は 、 「 本 人 と と も に 考 え て い く こ と を 心 が け 」 、 子 ど も と 関 係

当 事 者 と の 思 い の ズ レ が あ る 場 合 、 対 話 と い う 手 法 で 調 整 を し て

い く 、 と い う の が 印 象 的 だ っ た 。  

 ほ か に 、 先 生 の パ ワ ー ポ イ ン ト に あ っ た 、 国 連 ・ 子 ど も の 権 利

委 員 会 の 日 本 政 府 へ の 総 括 所 見 で 、 「 国 レ ベ ル で 条 約 の 実 施 を 監

視 す る 独 立 の 機 構 が 存 在 し な い こ と へ の 懸 念 」 が 表 明 さ れ て い る

こ と は 認 識 し て お く べ き こ と と 考 え る 。  



 小 金 井 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 相 談 室 を 見 学 さ せ て い た だ い

た 。 市 役 所 か ら は 一 定 の 距 離 が あ る 独 立 し た 場 所 で 、 子 ど も た ち

が 自 分 か ら 相 談 も し や す い 環 境 や 、 オ レ ン ジ 色 と か わ い い ロ ゴ で

統 一 し た カ ー ド な ど 、 工 夫 が 随 所 に み ら れ た 。 今 後 の 参 考 に な る

と 思 う 。  



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   楠 山 栄 子      

 

１  委 員 会 名  

  教 育 福 祉 委 員 会  

 

２  期   日  令 和 ７ 年 １ 月 １ ４ 日 （ 火 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 東 京 都 小 金 井 市  

   ア  小 金 井 市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 に つ い て  

 

４  所 感 等  

                              

  流 山 市 は 平 成 ２ ０ 年 、 「 流 山 市 子 育 て に や さ し い ま ち づ く り

条 例 」 を 制 定 。 以 来 、 条 例 の 見 直 し は な く 、 今 回 、 改 め て 、 そ の

条 例 改 正 の 可 能 性 の 意 図 も 含 め 、 子 ど も の 権 利 条 例 の 先 進 事 例 で

あ る 小 金 井 市 を 視 察 し た 。                    

子 ど も の 権 利 に 取 り 組 ん で き

た 地 方 自 治 体 は い ず れ も 、 か

な り の 時 間 を 費 や し て そ の 環

境 整 備 に 取 り 組 ん で き て い る 。

今 回 視 察 先 と な っ た 小 金 井 市

も そ う で あ る 。              

小 金 井 市 で は 、 ２ ０ ０ ９ 年

子 ど も ・ 若 者 育 成 支 援 推 進 法

と 同 年 に 、 「 小 金 井 市 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 」 を 制 定 。 し か

し 、 こ の 条 例 で は 子 ど も の 権 利 救 済 が 盛 り 込 ま れ て い な か っ た た

め 、 ２ ０ ２ ２ 年 「 小 金 井 市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 」 が

可 決 さ れ た 。 今 回 私 の 関 心 は 、 そ の 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 相 談

室 で あ っ た 。                          



相 談 室 は 、 と て も 清 潔 で 、 感 じ の い い オ フ ィ ス の 一 室 で 、 ４ 人

用 の 机 と 椅 子 が あ っ た 。大 学 職 員 、弁 護 士 、そ し て 、常 駐 の ２ 人 。

専 門 家 の 方 々 を 踏 ま え た 相 談 人 員 が 、 一 人 ひ と り の 子 ど も の 「 困

っ た 」 を 受 け 止 め 、 子 ど も の 権 利 擁 護 に 取 り 組 む 。 行 わ れ て い る

機 能 は 、 ・ 相 談 に 対 す る 助 言 ・ 支 援 ・ 救 済 活 動 ・ 子 ど も の 権 利 の

普 及 啓 発 。 相 談 が あ る 子 ど も た ち は 、 ① 電 話 ② 直 接 面 談 ③ 手 紙 ④

メ ー ル フ ォ ー ム の 方 法 で 相 談 を す る 。  

こ の オ ン ブ ズ パ ー ソ ン は 、 「 子 ど も の 意 見 を 表 明 す る 権 利 」 を

尊 重 し 、 専 門 家 を 含 め た 相 談 体 制 の 中 で 子 ど も と と も に 、 考 え よ

う と す る 相 談 室 だ っ た 。 大 き く も な く 、 小 さ く も な く 、 子 ど も た

ち が 「 困 っ た こ と 」 を 話 し や す い 環 境 づ く り に 取 り 組 ん で い る こ

と が わ か る 。  

予 算 は ど う か 。 理 念 を 実 践 す る 上 で ど う し て も こ う し た 相 談 室

は 必 須 と 考 え る が 、 小 金 井 市 の 場 合 、 予 算 は 、 Ｒ ４ 年 度 、 ２ ７ ，

３ ０ ７ 千 円 、令 和 ５ 年 度  Ｒ ５：２ ０ ，３ ５ ３ 千 円 、Ｒ ６：２ ０ ，

７ ０ ４ 千 円 と の こ と 。  年 間 約 ２ ０ ０ ０ 万 円 を か け て い る 。 私 は

通 常 、 高 齢 者 の 権 利 擁 護 に 取 り 組 ん で い る が 、 高 齢 者 を 中 心 と し

た 成 年 後 見 推 進 セ ン タ ー が 流 山 市 に 設 置 さ れ た と き を 振 り 返 っ た 。 

子 ど も に せ よ 高 齢 者 に せ よ 、 世 代 を 超 え た 権 利 保 護 の 体 制 づ く

り は 必 要 で あ る と 同 時 に 、 極 め て 大 事 で あ る 。 一 方 で 、 必 要 と す

る 方 に 、 必 要 な サ ー ビ ス を 届 け る と い う こ と が な か な か む ず か し

い と も 感 じ て い る 。  

流 山 市 に お い て 、 子 ど も の 権 利 と 同 時 に 、 す べ て の 世 代 の 権 利

擁 護 の 課 題 を 解 決 す る 手 段 、 方 法 を 考 え る き っ か け に な っ た 。  



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   坂 巻  儀 一      

 

１  委 員 会 名  

  教 育 福 祉 委 員 会  

 

２  期   日  令 和 ７ 年 １ 月 １ ４ 日 （ 火 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 東 京 都 小 金 井 市  

   ア  小 金 井 市 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 設 置 条 例 に つ い て  

 

４  所 感 等  

 小 金 井 市 の 「 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 」 制 度 は 、 子 ど も の 権 利

を 守 る た め の 独 立 し た 第 三 者 機 関 と し て 、 子 ど も た ち の 声 を 直 接

受 け 止 め 、 問 題 解 決 に 向 け た 支 援 を 行 う 重 要 な 取 り 組 み で す 。  

子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 設 置 背 景 と 目 的  

小 金 井 市 は 、 子 ど も の 権 利 を 尊 重 し 、 子 ど も が 安 心 し て 生 活 で き

る 社 会 の 実 現 を 目 指 し て 、 「 子 ど も の 権 利 に 関 す る 条 例 」 を 制 定

し ま し た 。 こ の 条 例 に 基 づ き 、 子 ど も の 権 利 侵 害 に 関 す る 相 談 お

よ び 救 済 を 行 う た め 、 独 立 し た 第 三 者 機 関 と し て 「 子 ど も オ ン ブ

ズ パ ー ソ ン 」 を 設 置 し て い ま す 。   

子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 役 割 と 活 動 内 容  

子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 主 な 役 割 は 以 下 の と お り で す ：  

•  相 談 対 応：子 ど も や そ の 保 護 者 か ら の 相 談 を 受 け 付 け 、問 題

解 決 に 向 け た 助 言 や 支 援 を 行 い ま す 。 相 談 内 容 は 、 い じ め 、

虐 待 、家 庭 内 問 題 、学 校 で の ト ラ ブ ル な ど 多 岐 に わ た り ま す 。 

•  権 利 救 済：相 談 を 受 け た 問 題 が 子 ど も の 権 利 侵 害 に 該 当 す る

と 判 断 し た 場 合 、関 係 機 関 と 連 携 し 、適 切 な 対 応 を 取 り ま す 。

必 要 に 応 じ て 、調 査 や 勧 告 を 行 い 、子 ど も の 権 利 が 守 ら れ る

よ う 努 め ま す 。  



•  啓 発 活 動：子 ど も の 権 利 に 関 す る 理 解 を 深 め る た め 、学 校 や

地 域 で の 講 演 会 や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し 、子 ど も や 大 人 に

対 し て 啓 発 活 動 を 行 い ま す 。ま た 、子 ど も 向 け の 情 報 サ イ ト

を 開 設 し 、 権 利 に 関 す る 情 報 提 供 を 行 っ て い ま す 。   

具 体 的 な 取 り 組 み 事 例  

小 金 井 市 の 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン は 、 以 下 の 具 体 的 な 取 り 組 み

を 行 っ て い ま す ：  

•  オ ン ブ ズ Ｂ Ｏ Ｘ の 設 置 ： 市 内 の 中 学 校 に 「 オ ン ブ ズ Ｂ Ｏ Ｘ 」

を 設 置 し 、子 ど も た ち が 気 軽 に 悩 み や 意 見 を 投 函 で き る 仕 組

み を 作 り ま し た 。こ れ に よ り 、直 接 相 談 し づ ら い 子 ど も た ち

も 、 自 分 の 気 持 ち を 表 明 す る こ と が で き ま す 。   

•  職 場 体 験 の 受 け 入 れ：市 内 の 中 学 生 を 対 象 に 、子 ど も オ ン ブ

ズ パ ー ソ ン の 活 動 を 体 験 す る 職 場 体 験 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し

て い ま す 。こ れ に よ り 、子 ど も た ち 自 身 が 権 利 擁 護 の 重 要 性

を 学 び 、 理 解 を 深 め る 機 会 を 提 供 し て い ま す 。   

考 察 と 感 想  

小 金 井 市 の 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 制 度 は 、 子 ど も の 権 利 を 守 る

た め の 先 進 的 な 取 り 組 み と し て 高 く 評 価 で き ま す 。 特 に 、 独 立 し

た 第 三 者 機 関 と し て の 位 置 づ け に よ り 、 子 ど も た ち が 安 心 し て 相

談 で き る 環 境 を 提 供 し て い る 点 は 大 き な 意 義 が あ り ま す 。  

一 方 で 、 制 度 の 認 知 度 向 上 や 利 用 促 進 の た め の さ ら な る 工 夫 が 求

め ら れ ま す 。 例 え ば 、 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 存 在 を 知 ら な い

子 ど も や 保 護 者 も い る 可 能 性 が あ る た め 、 学 校 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ

ィ を 通 じ た 広 報 活 動 の 強 化 が 必 要 だ と 感 じ ま し た 。  

ま た 、子 ど も た ち が 自 分 の 権 利 に 気 づ き 、適 切 に 表 明 で き る よ う 、

権 利 教 育 の 充 実 も 重 要 で す 。 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン の 活 動 を 通

じ て 、 子 ど も た ち 自 身 が 権 利 意 識 を 高 め 、 主 体 的 に 行 動 で き る 社

会 の 実 現 が 期 待 さ れ ま す 。  

総 じ て 、 小 金 井 市 の 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 制 度 は 、 子 ど も の 権

利 保 障 の モ デ ル ケ ー ス と し て 、 他 の 自 治 体 に も 参 考 に な る 取 り 組

み で あ る と 考 え ま す 。 今 後 も 、 子 ど も た ち の 声 を 大 切 に し 、 よ り

良 い 支 援 体 制 の 構 築 に 努 め て い く こ と が 望 ま れ ま す 。  

 ま た 、 教 育 福 祉 委 員 会 と し て 、 昨 年 １ １ 月 に 視 察 さ せ て い た だ



い た 長 野 県 松 本 市 の 「 子 ど も の 権 利 条 例 」 の 取 り 組 み と の 対 比 と

し て は 、 東 京 都 小 金 井 市 の 「 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 」 制 度 と 、

長 野 県 松 本 市 の 「 子 ど も の 権 利 条 例 」 の 取 り 組 み は 、 い ず れ も 子

ど も の 権 利 を 尊 重 し 、 子 ど も が 安 心 し て 生 活 で き る 社 会 の 実 現 を

目 指 す 重 要 な 施 策 で す 。 こ れ ら の 取 り 組 み を 比 較 ・ 検 討 す る こ と

で 、 子 ど も の 権 利 保 障 に 関 す る 多 角 的 な 視 点 を 得 る こ と が で き る

と 考 え ま す 。  

小 金 井 市 の 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 制 度  

小 金 井 市 で は 、 子 ど も の 権 利 侵 害 に 関 す る 相 談 や 救 済 を 目 的 と し

て 、 独 立 し た 第 三 者 機 関 で あ る 「 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 」 を 設

置 し て い ま す 。 こ の 制 度 は 、 子 ど も の 意 見 表 明 権 を 尊 重 し 、 子 ど

も と 共 に 最 適 な 解 決 策 を 模 索 す る 姿 勢 が 特 徴 で す 。 具 体 的 に は 、

い じ め や 体 罰 、 差 別 、 不 登 校 、 虐 待 な ど 、 子 ど も を 取 り 巻 く さ ま

ざ ま な 問 題 に 対 し て 、 子 ど も が 安 心 し て Ｓ Ｏ Ｓ を 発 信 で き る 環 境

づ く り を 推 進 し て い ま す 。  

松 本 市 の 子 ど も の 権 利 条 例 の 取 り 組 み  

一 方 、 松 本 市 で は 、 ２ ０ １ ３ 年 に 「 松 本 市 子 ど も の 権 利 に 関 す る

条 例 」 を 施 行 し 、 子 ど も の 権 利 相 談 室 「 こ こ ろ の 鈴 」 を 開 設 し ま

し た 。 こ の 相 談 室 で は 、 子 ど も の 最 善 の 利 益 を 第 一 に 考 え 、 子 ど

も の 気 持 ち に 寄 り 添 っ た 支 援 を 行 っ て い ま す 。 ま た 、 子 ど も の 権

利 擁 護 委 員 を 設 置 し 、 子 ど も の 権 利 が 尊 重 さ れ る 社 会 の 実 現 を 目

指 し て い ま す 。  

比 較 と 考 察 並 び に 感 想  

両 市 の 取 り 組 み は 、 子 ど も の 権 利 保 障 を 目 的 と し て い ま す が 、 そ

の ア プ ロ ー チ に は 違 い が あ る と 考 え ま す 。 小 金 井 市 の 子 ど も オ ン

ブ ズ パ ー ソ ン 制 度 は 、 独 立 し た 第 三 者 機 関 と し て 、 子 ど も の 権 利

侵 害 に 対 す る 相 談・救 済 活 動 を 中 心 に 据 え て い ま す 。こ れ に よ り 、

子 ど も が 直 接 相 談 し や す い 環 境 を 提 供 し 、 問 題 解 決 に 向 け た 具 体

的 な 支 援 を 行 っ て い ま す 。  

一 方 、 松 本 市 の 取 り 組 み は 、 条 例 の 制 定 を 通 じ て 、 子 ど も の 権 利

に 関 す る 基 本 的 な 枠 組 み を 構 築 し 、相 談 室 や 擁 護 委 員 の 設 置 な ど 、

制 度 的 な 支 援 体 制 を 整 備 し て い ま す 。 こ れ に よ り 、 子 ど も の 権 利

に 関 す る 啓 発 や 教 育 、 そ し て 相 談 ・ 支 援 活 動 を 包 括 的 に 展 開 し て



い ま す 。  

小 金 井 市 の 子 ど も オ ン ブ ズ パ ー ソ ン 制 度 は 、 子 ど も の 声 を 直 接 受

け 止 め 、迅 速 か つ 適 切 に 対 応 す る 仕 組 み と し て 非 常 に 有 効 で あ り 、

子 ど も の 意 見 表 明 権 の 尊 重 と い う 観 点 か ら 高 く 評 価 で き ま す 。 一

方 、 松 本 市 の 取 り 組 み は 、 条 例 に 基 づ く 包 括 的 な 支 援 体 制 を 構 築

し 、 子 ど も の 権 利 保 障 を 制 度 的 に 支 え る 点 で 優 れ て い る と 感 じ ま

す 。  

両 市 の 取 り 組 み を 比 較 す る と 、 直 接 的 な 支 援 を 重 視 す る 小 金 井 市

と 、制 度 的 な 枠 組 み を 重 視 す る 松 本 市 と い う 違 い が 見 え て き ま す 。

し か し 、 い ず れ の ア プ ロ ー チ も 子 ど も の 権 利 保 障 に お い て 重 要 で

あ り 、 相 互 に 補 完 し 合 う 関 係 に あ る と 考 え ま す 。 今 後 、 他 の 自 治

体 に お い て も 、 こ れ ら の 取 り 組 み を 参 考 に し 、 地 域 の 実 情 に 応 じ

た 子 ど も の 権 利 保 障 の 体 制 を 整 備 し て い く こ と が 望 ま れ ま す 。  

 

 


